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平
成
刊
年
第
1
回
臨
時
金
が
、

5
月
初
日
と
れ
日
の

2
日
閣
の

日
程
で
聞
か
れ
ま
し
た。

市
議
会
議
員
選
挙
後
初
め
て
聞
か
れ
た
こ
の
臨
時
会
で
は
、
議

長
、
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
が
選
ば
れ
、
新
し
い
議

会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
叩
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
市
税
条
例
の

一
部
改
正
の
専
決
処
分
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

平
成
什
年
第
2
固
定
例
会
が
、

6
月
叩
日
か
ら

6
月

n固
ま
で

の
日
日
聞
の
日
程
で
開
か
れ
、
平
成
什
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

お
よ
び
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
竹
件
の
市
長
提
出
議
案
を
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
意
見
書

4
件
、
決
議

5
件
、
請
願

5
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
政
に
関
す
る
一

般
質
問
が
叩
名
の
議
員
に
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た。

品

あ
い
さ
つ

/
¥
 

政幸

こ
の
た
び
、
千
葉
市
議
会
の
議
長
並
び
に
副
議
長

に
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

今
日
、
本
市
は
、
人
口
市
町
万
人
を
超
え
、
政
令
指

定
都
市
と
し
て
、
ま
た
、
首
都
俄
能
の
一

一興
を
担
う

業
務
絞
都
市
と
し
て
、
さ
ら
に
は
世
界
に
関
か
れ
た

国
際
情
報
部
市
と
し
て
一
歩
一
歩
着
実
な
歩
み
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

一方
、
時
代
は
今
や
、
政
治
、
経
済
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
激
し
く
娼
れ
動
い

て
お
り
、
地
方
自
治
も
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
地
方
分
権
の
推
進
、
行
政
改
革
や
介

護
保
険
制
度
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
な
と
、
重
要
な

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、
よ
り
適
切
な

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
、
私
ど
も
は
、
そ
の
臓
震
の
重

大
さ
を
痛
感
し
、
市
民
の
皆
綴
の
負
託
に
応
え
、
そ

の
使
命
を
十
分
発
銀
し
、
市
民
福
祉
の
質
的
向
上
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
僚
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一一
段

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

納元副議長
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可
決
し
た
主

《
予
算
》

平
成
け
年
度
一
般
会
計
術
正
予
算

国
庫
補
助
金
の
熔
額
決
定
に
伴
い
、
新

港
新
消
防
工
場
建
設
事
業
費
と
し
て
八
十

九
億
三
千
四
百
万
円
を
、
国
間
支
出
会
や

市
債
な
ど
を
財
源
と
し
て
追
加
し
ま
す
@

こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
予
湾
総
額
は
、

一一
一千
四
百
二
十
五
億
八
千
四
百
万
円
に
な

り
ま
す
。

《
条
例
》

千
葉
市
介
議
認
定
密
室
会
の
委
員
の
定
数

等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定
数
を

1

2
0人
以
内
と
す
る
な
ど
の
条
例
を
制
定

し
ま
す
。

日
本
体
育
・
学
綬
健
康
セ
ン
タ
ー
共
演
出
間

金
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
法
胞

行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
共
済
協
金
の

額
を
改
定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
す
。

千
一
柑
制
市
青
年
館
設
箆
管
理
条
例
の
一
部
法
正

千
葉
寺
南
年
館
ほ
か
凶
抽
出
を
廃
止
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
術
償
条
例

の
一
部
政
正

非
常
勤
消
防
図
員
世
帯
に
係
る
策
室
補
償

の
塁
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
出
制
償
基
礎
額
を
引
き
上
げ
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

《
土
地
の
取
得
》

新
港
新
治
問
工
場
(
仮
祢
}
の
用
地
と

し
て
、
美
浜
区
新
港
の
土
地
を
六
十
億
一

千
五
百
万
円
で
取
得
し
ま
す
.

《
工
事
請
負
契
約
》

新
港
新
浩
田
仰
工
協
(
仮
称
}
プ
ラ
ン
ト

設
備
工
事
を
百
五
十
六
億
九
千
八
百
万
円

で
行
い
ま
す
。

阪 ・圃
5 6 ~事
件月 内ー
を1J{，壬
富田 ヨ是
窒に 言言
し関 員
まか .0.
しれ 玄云
匹、

。i豊
富2
10 
{牛

詞

そ
の
結
果
、
金
銭
案
を
可
決
し
、
持
嗣一
一燃

は
、
採
択
送
付

1
件
、
不
採
択
1
件
、
継

続
審
査

3
件
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
中
の

5
月
初
日
に
閃
か
れ
、

所
管
事
務
事
業
に
つ
い
て
調
登
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

平
成
け
年
度
一
般
会
計
補
正
予
鋒
な
と

議
案

2
件
を
密
資
し
、
一
般
会
計
術
正
予

算
の
歳
入
に
お
い
て
、
6
月
補
正
と
し
て

国
庫
補
助
金
が
大
幅
泡
と
な
っ
た
要
因
、

さ
ら
に
、
継
続
費
術
正
に
関
し
、
新
港
新

町印刷
mm工
湯
建
設一
事
業
の
総
額
の
財
源
内
訳

な
と
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
志
し
た
。

保
協
下
水
委
員
会

千
葉
市
介
護
認
定
露
査
会
の
委
員
の
{疋

叙
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定
の
議
案
1
件、

訪
願
2
件
を
審
査
し
、
介
護
認
定
常
凶器
国
会

委
員
の
構
成
お
よ
び
報
酬
額
、
総
成
員
に

占
め
る
医
師
の
数
お
よ
び
選
定
方
法
な
と

に
つ
い
て
、
質
疑
が
お
り
ま
し
た
。

V
乳
幼
児
医
綴
費
無
料
化
の
年
齢
の
拡
充

に

つ

い

て

の

藷

願

不

綴

択

環
筑
波
注
委
員
会

新
港
新
潟
伺
抑
工
川
崎
(
仮
称
)
抱
設
相
事
由
聞

に
伴
う
土
地
の
取
得
や
プ
ラ
ン
ト
設
備
工

事
請
負
契
約
な
と
控
訴
案

4
件
、
諮
問
刷
2
件

を
審
査
し
、
新
港
新
清
掃
工
場
趨
訟
に
係

る
用
地
取
得
に
関
し
、
地
自
の
遠
い
に
よ

る
寅
収
悩
箱
詰
唱
の
有
無
お
よ
び
買
収
単
価
、

ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
設
備
に
隠
し
て
、
洛
融

炉
の
方
式
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

緩
溌
教
育
蚤
員
会

千
葉
市
青
年
館
設
置
管
理
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
議
案
2
件
を
審
査
し
、
青
年
館

設
鐙
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
関
し
、
青

年
館
の
平
均
的
な
線
復
お
よ
び
際
館
数
、

反
飽
す
る
に
当
た
っ
て
の
地
元
住
民
の
合

意
状
況
お
よ
び
廃
館
後
の
建
物
の
利
用
方

針
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
リ
ま
し
た
。

都
市
消
防
委
員
会

千
葉
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
改
正
な
と
議
累

2
件
、
一日一嗣
願
1

件
を
審
査
し
、
花
男
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

市
民
渇
水
ブ
ー
ル
へ
の
パ
ス
路
線
開
設
に

つ
い
て
の
請
願
に
関
し
、
さ
つ
き
が
丘
団

地
や
柏
井
地
区
の
居
住
者
が
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
へ
来
館
す
る
と
き
の
パ
ス
利
用
の
方

法
、
同
施
設
の
利
用
書
数
と
利
用
者
の
主

な
交
通
手
段
お
よ
び
現
在
乗
り
入
れ
て
い

る
パ
ス
の
便
数
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

V
花
見
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

市
民
渇
水

ブ
ー
ル
へ
の
パ
ス
銘
柄
締
開
設
に
つ
い
て
の

請

願

採

択

送

付

圏
一特
別
委
員
会

大
都
市
税
財
政
制
度

・
地
方
分
紙
調
蛮
特

別
受
員
会

7
月
5
日
に
閃
か
れ
、
平
成
吃
年
度
国

家
予
努
に
関
し
て
、
政
令
指
定
都
市
陀
市

が
共
同
し
て
行
う
一安
望
お
よ
び
本
市
が
独

自
に
行
う
髭
点
要
望
一
窃
演
な
と
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

地
方
分
徳
一
倍
法
案
の
筏
要

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
問
項
目

情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て

平
和
行
政
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

子
湾
て
支
媛
祭
に
つ
い
て

障
害
者
(
児
)
福
祉
に
つ
い
て

高
齢
者
編
祉
対
策
に
つ
い
て

市原
焼
行
政
に
つ
い
て

ご
み
の
問
題
に
つ
い
て

千
葉
駅
周
辺
の
環
焼
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

護後家全を受章
t:jt~ Tf.{~農民カ'4Jサ 29FI 、多jnlï~品会.t~員として公

共の制 r~1:にやft し 、 地方 I~I i台の発股にlil以したJ}J紅iに
より、 lio1f綬~l;誌を受殺されました。

本年勤続議員表彰
永1FにわたりdiJl:交の阪興に勿められたJ)JW.により、関

東 Ili議会議長会、子~~~品fIï議会議長会から次の殺はが

炎1浴され、 5月2011および6)J10卜|の本会議期におい

て J< ì!'c;~えが伝述されました。

-地方分権-lli法漢のljIJYJ成立を求めるlJ~im

[t也方分権のJ量進を図るための関係法律の笠

偽等専に関する法律案J(地方分t章一活法案)は、

3月29自国会にj呈出され現在容E車中である

が‘本市議会t1，地方分.IlU躍進の立.tgから、同

i吉宗が18も早く成立されるよう強く求めるも

のである。

.Rm~fI授のIflHi{'，llt日IJ!!tの'1!nにI?Jするill!i1r
本市級会t革、阪府にx~ し、 今後、 地方への新

たは負担転嫁をすることなく、総務教宵貨国庫

負担制度を堅持し、教育の機会均等とその水準

の維持向上を図るよう強〈要望する。

表
紙
に
相
泊
施
し
ま
し
た
写

真
は
、
第
2
回
定
例
会
初

B
に
、
本
会
議
に
先
立
ち

行
わ
れ
た
、
「
千
葉
市
議
会

議
峨
コ
ン
サ
ー
ト
町
田
』
の
保
子
で
す
・

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
市
民
に
よ
り
親
し
ま

れ
る
議
会
と
す
る
た
め
・
本
市
と
事
業
擦
係
し

て
い
る
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
図
を

招
き
、
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

4
月
の
統

一
地
方
選
祭
で
、
日
人
の
新
議
員

が
滋
ば
れ
ま
し
た
。
本
号
は
、
5
月
の
怨
時
会

で
の
役
員
同
制
成
と
、
6
月
の
第
2
固
定
例
会
の

内
容
で
す
。

ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
発
行
委
員
が
.
今
回
よ
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l怠謝状の伝達
|見l京市議会議民会から竹内.J.E口議員、防本 ~議員

にそれぞれ!滋;1H状がj受勺され、 6月 10円の本会議.l.¥ijに

おいて{ぷ述されました。

進
品

大阪
fJt s，長

悦子
政宰

竹内
納JC

在総8年以上I1~J~tlu) ，ニ -お I"J

平成11年第3回定例会は9月9日(木)に

開会する予定です。本会議l立、原則として公

関していますので、どなたでも傍聴できます。

f実際は、本会第の当日、議会級n旨で受け

付けています。会議日程は9月6日(月}に

決まる予定です。

り
笛
わ
り
ま
し
た
。
一
削
祭
員
同
僚
に
議
会
の
動

き
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
ゃ
す
い
形

で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
繍
い
し

ま
す
。

『
ち
ぱ
市
議
会
だ
よ
り
』
発
行
委
員
会

委

員

長

萩

田

耳

目

副
委
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長

布
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委
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間
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